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＜過去5年間の実績＞ 

実績報告
対象期間 

技術数 実施医療
機関数 

全患者数 総金額 保険外併用療
養費の総額
（保険診療分） 

先進医療
の総額 

1入院全医療

費のうち先進
医療の割合 

平成20年6月30日時点で実施
されていた先進医療の実績 
＊１＊２ 

H19.7.1~ 

H20.6.30 

91 448施設 9,579人 約102億
円 

約54億円 約47億円 46.5％ 

平成21年6月30日時点で実施
されていた先進医療の実績 

H20.7.1~ 

H21.6.30 

107 519施設 20,013人 約173億
円 

約107億円 約65億円 37.8％ 

平成2２年6月30日時点で実施
されていた先進医療の実績 
＊３ 

H21.7.1~ 

H22.6.30 

110 488施設 9,775人 約132億
円 

約54億円 約78億円 59.0％ 

平成23年6月30日時点で実施
されていた先進医療の実績 

H22.7.1~ 

H23.6.30 

123 522施設 14,505人 約173億
円 

約75億円 約98億円 56.5％ 

平成24年6月30日時点で実施
されていた先進医療の実績 

＊４ 

H23.7.1~ 

H24.6.30 

102 553施設 14,479人 約146億
円 

約46億円 約100億
円 

68.5％ 

＊１平成20年度診療報酬改定の際、一部の技術が保険導入又は廃止されたことに留意する必要がある 

＊２第3項先進医療制度が平成20年4月に創設されたため、それ以降は第2項先進医療と第3項先進医療の合計値となる 

＊３平成22年度診療報酬改定の際、一部の技術が保険導入又は廃止されたことに留意する必要がある 

＊４平成24年度診療報酬改定の際、一部の技術が保険導入又は廃止されたことに留意する必要がある 
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技 術 名 総売り上げ金額
/2009年 

年間実施 

件数 

1件当たり
の医療費 

平均入院 

期間 

・重粒子線治療 (２施設） 23億5510万円    779件 302万円 24.1 

・悪性腫瘍に対する陽子線治療 （６施設） 22億6544万円    821件 276万円 22.9 

・乳がんにおけるセンチネルリンパ節の固定と 

   転移の検索 

 5億8987万円 11394件   5万円 10.6 

・腫瘍性骨病変及び骨粗鬆症に伴う骨脆弱性  

   病変に対する経皮的骨形成術 

 1億5988万円     1039件  15万円 15.9 

・脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術    2621万円 13件 202万円 64.5 

・根治的前立腺全摘除術における内視鏡下手  

   術用 ロボット支援 
   2086万円 31件  67万円 17.4 

・強度変調放射線治療    1732万円 23件  75万円 10.7 

・胎児心超音波検査    1024万円 956件   1万円 17.4 

厚生労働省： 
先進医療技専門会議 資料(2009) 
先進医療技術の平成21年度実績報告より 

先進医療費の高額順位 

10 
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★選定医療（10種類） 

• 特別の療養環境（差額ベット）  258,995床（19.1％）×5,820円 

• 歯科の金合金等            ？     

• 金属床総義歯            14,369   ×300,362円 

• 予約診療                437    ×1,784円 

• 時間外診療               293    ×2,305円 

• 大病院の初診             1,204    ×2,085円 

• 大病院の再診             111    × 981円 

• 小児う蝕の指導管理         8,090    ×1,760円 

• 180日以上の入院          3,398     ×1,794円 

• 制限回数を越えうる医療行為   895 

                       （検査 209×1,254円、 

                                リハ 678×1,822円、 

                                精神  8×2,955円） 

 

 平成24年7月1日時点（保険局医療課調べ） 



Tokyo Medical and  Dental University 

Health Care Economics 

12 

保険給付と保険外負担のあり方に関する提言～新たな視点創設 

A保険診療と保険外診療の組合せを一定のルール下で可能に 

B高度医療・新医療技術へのアクセスを容易にする第二医療保険の創設 

C選定療養と生活習慣病の長期療養に「私保険」を導入 

D新興感染症の防止・予防対策のためのリスク管理基金創設 

E医療費削減効果の大きい医療技術へのインセンティブ導入の検討 

Fアメニティなど生活サービス部分の費用徴収ルールの確立 

民間医療保険と公的医療保険 

ドイツの公的医療保険制度は民間医療保険が公的医療保険に①代替できるという特
徴がある。さらに、民間医療保険は公的医療保険の給付対象とならない②補足的な
補償を提供している。①を「完全医療保険」、「包括的医療保険」②を「部分医療保険」
「補足的医療保険」という。 

混合診療への考え方と最新医療 
混合診療は、日本においてはここ数年大きな論点であった。しかし、フランスにおいてはさほど大
きな論争はないようだ。 

 まず、日本のような法的に混合診療を禁止しているルールはない。しかし、医師が使用できる薬
剤や、行いうる医療行為を厳密に規定している。つまり、医療行為や薬剤として、①保険収載され
ているもの、②保険収載はされていないが行っていいもの、③行ってはいけないもの、が明確に
区分されている。③についてはリストされていないので、すなわち、ポシティブリスト方式といえよう。
そして、②にリストされているものについて、日本で言う混合診療が認められている。 

出所）日本医師会・民間病院ドイツ・フランス医療福祉調査団報告書（2010.11年） 
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１．日常生活上のサービスに係る費用 
  ・おむつ、尿とりパット、腹帯、Ｔ字帯 
   ・病衣貸与代、テレビ代、理髪代、クリーニング代 
  ・ゲーム機、パソコン（インターネットの利用等）の貸出し 
  ・ＭＤ、ＣＤ、ＤＶＤ各プレイヤーの貸出し及びそのソフトの貸出し 
  ・鉄アレイなどの運動用具の販売 
  ・患者図書館の利用料等 
２．公的保険給付とは関係のない文書の発行に係る費用 
  ・証明書代 
  ・診療録の開示手数料 
  ・外国人患者が自国の保険請求等に必要な診断書等の翻訳料 等 

３．診療報酬点数表上実費徴収が可能なものとして明記されている費用 

  ・在宅医療に係る交通費 
  ・薬剤の容器代（ただし、原則として保険医療機関等から患者へ貸与するものとする）等 

４．医療行為であるが疾病又は負傷に対するものではないものに係る費用 

  ・治療中のインフルエンザ等の予防接種 
  ・治療中の美容形成（しみとり） 
  ・ニコチン貼付剤の処方等 

５．その他 

  ・保険薬局における患家への調剤した医薬品の持参料 
  ・日本語を理解できない患者に対する治療内容や看護内容の説明の際における通訳料 
  ・退院時における医療ソーシャルワーカーによる療養の給付とは関係のない相談 
  ・聴覚障害者のための手話・通訳 
  ・他院より借りたフィルムの返却時の郵送代 
  ・院内併設プールやフィットネス施設で行なうマタニティスイミングや軽度の肥満患者 
   に対する減量トレーニングに係る費用 
  ・外来診療での特別診察室の使用料 
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